石倉道場公式　総合ルール
2007.2.1　ISHIDOゲート「ＴＡＴＡＭＩ」用改正ルール

1． 試合形式　

本戦開始時、両者２ポイントずつ保持。試合は３分１ラウンド。それでも決着がつかない場合は１分のインターバルののち、２分の延長戦を行う。

競技は武道場の畳一面を使うものとし、セコンドは１選手につき３名までとする。
2． 体重ハンデ　

体重差が１０kg以上離れている場合は軽い側の選手に１ポイントハンデの選択権が得られる。（重い方の選手のポイントがマイナス1ポイントとなる）

選択権の行使は自由であるが、事前に担当者に申告が必要となる。
3． 着衣・防具

素足以外は自由。ただし試合開始時の服装は途中変更することは出来ない。

ファウルカップとマウスピースの着用を義務付ける。

また打撃使用者はレガース・ニーパット・オープンフィンガーグローブを着用する。

ニーパット無しの場合の膝蹴りは認められない。

オイル及びワセリンなどを体に塗ることを禁じる。

プロレスマスクの着用は認められるが、表情の見えるものに限る。

着衣および防具は、金属部分の無いものに限る。

4． 勝敗判断

●＜ＴＯ　タップアウト/一本勝ち＞

1 締め・関節技により、マットか体を叩いてギブアップの意思表示をした場合。

2 技が掛かり死に体となった状態で、明らかに危険と見られる場合、一本を取る。

●＜ピンフォール＞

両肩がマットについた状態で抑え込まれ、３カウントを数えられたとき。

（残りポイントに関係なく一本勝ちとなる）

●＜ＫＯ　ノックアウト>

1 ダウンおよびエスケープによりロストポイント２になった場合

2 ダウンして１０カウント以内に立ち上がれなかった場合

●＜ＴＫＯ　テクニカルノックアウト＞

1 戦意喪失した時。締め技で落ちたとき。または審判が危険と判断した時。

2 セコンドによるタオル投入、または負傷によりドクターが続行不可能とした時。

●＜判定勝ち＞

時間切れの時点で、残りポイントを多く保持していた者の判定勝ちとする。

延長戦でも、ポイント差が無い場合は、引き分けとする。

●＜ポイント方法＞

以下の場合はポイントが１ポイントずつ減点となる。

〇関節技を極められた時に、レッドゾーンに自らの意思でエスケープした場合。

○打撃によるダウン。

〇消極的姿勢と審判が判断した場合。

〇故意の反則行為。（※悪質な反則行為は、即失格となる）

●＜ブレイクの採用＞

両者が攻防の中で膠着・またはレッドゾーンから場外に出てしまった場合、ドントムーブは行わずブレイクし、スタンドから続行となる。（なおお互いの半分以上程度体がレッドゾーンから出た場合、場外となる。）

●＜反則＞

以下の反則行為に対しては１ポイント減点となる。

〇顔面への、こぶし・掌・ヒザによる打撃

〇ヒジによる打撃、および頭突き

○後頭部、脊椎への打撃、および膝への関節蹴り。

〇ヒジやこぶしで顔面・喉・頚椎・脊椎等を圧迫する行為。
〇ネックロック等頚椎を直接圧迫する関節技。

○手や指で喉を絞めるチョーク行為

　　（※裸締め・袖締めなど、スリーパーは可）

○立ち状態からの脇固めなど体重を浴びせる関節技。

○バックブリーカーなど、脊椎を痛めつける技

〇踵を脇で挟み込むヒールホールド

〇相手と組み合わず床に寝転がる行為（引き込みは可）

〇胴着の帯部分を使っての締め。

〇指３本以下のみを極める技、および掴む行為。

○リストロック・モンジバカなど手首を極める技。

（※ただし小手投げなど技の流れで手首を抑える行為は可）

〇頭部から落下させる投げ、およびバック投げ。

（※払い腰・飛行機投げなど、前方から組み付いて背中から落下する投げは可）

〇三角絞め、逆十字を極められた状態でリフトして落下させる行為。

○胴締めに来た相手を抱えたまま叩きつける技（スパインバスターなど）

〇両者または一方がグランド状態におけるすべての打撃技。

（※猪木アリ状態におけるグランド側へのローキックも禁じる）

○故意に相手を場外に押し出す行為。
〇その他レフェリーが危険とみなした行為。

●＜失格　その他＞

〇噛み付き、目潰し、金的攻撃など悪質な反則行為。

〇試合中、レフェリーの指示に従わない場合。

〇反則注意を３回受けた場合。

〇凶器の所持、ほか、着衣・用具等に不正のあった場合。

○申告した身長・体重・経歴等に悪質な虚偽があった場合。
〇セコンドの罵声や悪質な応援。

